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地域包括ケアシステム構築に向けた岡山市医師会の取り組み

 岡山市医師会副会長　内藤　秀夫

　今後の超高齢社会を見据え、岡山市医師会が岡山市と連携または委託された取り組みとし
て「在宅医療」「フレイル対策」「認知症対策」に関する事業がある。
　まず、「在宅医療」についてはN0.57でも紹介したが、平成26年から訪問診療医の育成や支
援を目的とする研修会を開催している。平成26年度は「岡山市訪問診療スタート支援研修会」
を計13回、平成27年度は「岡山市訪問診療ステップアップ研修会」を計15回、平成28年度は
「岡山市訪問診療スキルアップ研修会」を計９回、平成29年度は「岡山市訪問診療スキルアッ
プⅡ研修会」を計10回と多職種合同研修会を１回実施した。また、平成30年度からは新たな
訪問診療医の掘り起こしを目的として、これから訪問診療を始めようとする先生方を対象に
「岡山市訪問診療支援研修会」を毎年開催している。医師・歯科医師、薬剤師、訪問看護師、
ケアマネジャーの４職種に参加していただき、医師１～２名に多職種数名からなる５～７グ
ループを作り、事例検討やグループワークを行った。平成30年度から令和２年度までの研修
内容は、「岡山市の現状と課題・在宅医療が果たすべき役割・専門職連携協働の必要性・在
宅における感染症対策・在宅における特徴的な疾患とその対応方法（がん緩和ケア・看取り・
心不全・肺炎）・訪問診療の実際と同行研修の意義・在宅医療の制度と診療報酬・在宅医療
を推進する上での課題とその解決方法」等、即戦力を養う内容であった。令和３年度は令和
３年11月８日に、のぞみクリニックの小林豊院長より「COVID-19在宅療養患者の訪問診療
と訪問看護との連携」、令和４年２月10日に福渡病院の堀内武志院長より「岡山市最北の訪
問診療から～地域と、地域の歴史を愛すること～」と題してご講演いただいた。また、岡山
市医師会は新たに訪問診療を始める先生と既に経験を有する訪問診療医が緩やかに繋がるこ
とを目的にICTなどを介して、気軽に情報交換が行えるシステムの構築を計画している。
　次に、「フレイル対策」について述べる。岡山市は平成31年度（令和元年度）より「岡山
市フレイル対策事業」を開始した。高齢者が要介護状態になることを防ぐために、フレイ
ルを早期に発見し介護予防につなげることを目的として、薬局を中心にフレイルチェック
（25項目の質問と握力測定）を実施している。岡山市医師会は主にフレイルの周知広報・研
修会への協力、「岡山市フレイル対策事業検討会議」にて事業課題を協議し、フレイル対策
事業の推進に協力している。
　最後に、「認知症対策」について述べる。岡山市医師会は、かかりつけ医が適切な認知症診
療の知識・技術や認知症本人とその家族を支える知識と方法を習得するための「かかりつけ
医認知症対応力向上研修」の実施と、認知症の診療に習熟し、かかりつけ医へ助言その他の
支援を行い、専門医療機関や地域包括支援センター等との連携の推進役となる認知症サポー
ト医を養成するための「認知症サポート医養成研修」受講者を公募により推薦している。こ
れにより、かかりつけ医と認知症サポート医との連携の下、各地域において、認知症の初期
から状況に応じて、医療と介護が一体となった認知症の人への支援体制の構築を図っている。
　新型コロナウイルス感染症の影響で事業の新たな展開が困難な状況ではあるが、アフター
コロナの時代を見据え、これからも行政と連携して地域包括ケアシステム構築の一役を担う
所存である。
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た医師会員が感染症対策で中心的な役割を担うこともある。先ずは、実際に災害時の感染症対
策をしっかりと充実させる必要がある。

　 　DMATとJMATの関係は、WGだけではなく委員会でじっくり議論を重ねると同時に、医師
会執行部の方針を示す必要がある。しかし、災害現場においてはDMAT、JMATは必要不可欠
な組織であり、教育を十分行った上で助け合っていかなければならない。

　《COVID-19JMAT》
　 　全国で、JMATとして宿泊療養施設、入院待機ステーション、酸素ステーション等で支援を
行っている。

　 　COVID-19JMATの派遣状況は、隊員として合計87,800人、酸素ステーション88、ワクチン
接種10,000人、点滴投与165人などと様々なところでCOVID-19JMATの枠組みでJMATを派遣
していただいた。

３　新型コロナウイルス感染症時代の避難所マニュアルの改訂について
　　　座長　松山　正春 氏（岡山県医師会会長）
　　　　　　村上美也子 氏（富山県医師会副会長）
　　　　　　杉町　正光 氏（兵庫県医師会常任理事）
　　　　　　登米　祐也 氏（宮城県医師会常任理事）
　　　　　　田名　　毅 氏（沖縄県医師会常任理事）
　　　　　　山口　芳裕 氏（杏林大学医学部主任教授・高度救命救急センター長）
　 　「新型コロナウイルス感染症時代の避難所マニュアル」が上刷された。当ワーキンググルー
プでは、既に３回目の委員会でマニュアルの素案を決定し、内容はホームページにも公表した。
素案の作成については多くの委員の先生から意見を得た。特に、村上委員からは女性の視点か
ら意見をいただき、参考にさせてもらった。

　 　冊子の作成については、山口委員長に尽力いただいた。また、杏林大学の井上先生にもお世
話になった。立派な、分かりやすい携帯可能なマニュアルが完成した。

 （松山正春会長）
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